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　古文書の発掘、整理、調査などを行う「多久古文書の
村」の大

おお

園
ぞの

隆
りゅう

二
じ

郎
ろう

村長が多久市役所を訪れ、田
た

原
ばる

優
ゆう

子
こ

教
育長に第 6巻の刊行を報告しました。
　「御屋形日記」には天和 2年（1682年）から明治 3年
（1870年）までの約190年間の人々の生活や文化などが記
述され、多久領や佐賀の歴史を紐解く重要な資料とし
て、現在189冊が多久市郷土資料館に所蔵されています。
　これまで 5巻の「御屋形日記」が年代ごとに刊行され
ており、今回刊行した第 6巻は元禄10年（1697年） 9月
から元禄12年（1699年） 1月までの記録が解読されてい
ます。

▲�御屋形日記第 6巻を刊行された多久古文書の村の大園村長
（左）、永

なが

松
まつ

亨
とおる

さん（中央）、黒
くろ

髪
かみ

和
かず

裕
ひろ

さん（右）

多久ロータリークラブが義務教育学校へ図書寄贈

▲�厳かな雰囲気の中で行われた式典

▲�前田会長(前列左から 2人目)らと田
た

原
ばる

優
ゆう

子
こ

教育長（前列左から
3人目）、学校関係者のみなさん

▲�イベント広
場では東原
庠舎西渓校
生徒による
釈菜の舞が
披露されま
した

４ /21[Wed]

5 /13[Thu]

４ /18 [Sun]

御
お

屋
や

形
か た

日記第 ６巻を刊行しました

多久聖廟で春季釈菜

　多久聖廟で佐賀県重要無形民俗文化財の
「春季釈菜」（主催：公益財団法人孔子の里）
が開催されました。新型コロナウイルス感染
拡大防止のため略祭で行われ、式典後にはイ
ベント広場で「釈菜の舞」「参列生徒の唱歌」
「腰鼓」「揚琴の調べ」が披露されました。
　孔子の里の服

はっ

部
とり

政
まさ

昭
あき

常務理事は「密を避け
ての開催だったが、多くのお客さまに来てい
ただくことができてありがたい。新型コロナ
ウイルスが終息した後には、また雅楽の演奏
の中で式典を行いたい」と話されました。

　多久ロータリークラブは、市内義務教育学校
3校に、10万円相当の図書56冊（東部校20冊、
中央校21冊、西渓校15冊）を贈りました。平成
19年から続けている取り組みで、今回で15回目。
子どもたちの関心が高いものや学習内容に関す
るものを中心に各学校の司書が選書しました。
　多久ロータリークラブの前

まえ

田
だ

博
ひろ

彦
ひこ

会長は「私
たちの活動が学習の役に立ち嬉しい。今後も多
久市の子どもたちのために続けていきたい」と
笑顔で話されました。
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